
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

クラスの個性に合わせて

集団生活において必要な

幼稚園教育要領を理解している 基本的生活習慣などを再度

考え直すことからはじめ、

保育の計画は、教育要領、園の教育課程、幼児の 就学に向けてクラス作りを

実態をもとに考えて作成している　　　☆ 心掛けることができた。

保育の計画は、幼児の興味や関心、これまでの生

活や様子、予想されるこれからの生活などを考慮 子どもの様子に合わせて

して作成している　　　　　　　　　☆ 保育内容を考えたり、環境

保育の計画は、子どもの実態に合わせて自由に変 を整えることがてきた。

更できるような柔軟性のあるものにしている　☆

安全で清潔感のある環境を構成している 子どもの興味や関心、遊び方

を知るためには、常に寄り

保育の計画に基づいて、幼児が主体的に関わりた 添い、子ども達の姿に合

くなるような環境構成をしている わせた保育ができるように

遊びに必要な遊具や用具、素材などを質・数量を 柔軟性をもち続けたい

配慮して用意している

幼児の目線、導線に配慮したり、幼児の活動が豊

かになるように、活動の展開に応じて環境を再構

成している

幼児の発想を柔軟に取り入れたり、季節の変化に

応じた環境構成をしている

自分の保育と計画の評価・反省について次の保育

と計画に生かせるように行っている

朝の登園時は特に視診を大切にして、子どもの

体調が悪くないか確かめている

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

怪我や事故などには特に気を付け年齢に応じた 子どもひとりひとりの

適切な環境構成や言葉がけを行っている 実態を見ながら、職員間

万一事故やけがが発生した場合は、主任や園長に で話し合い、保育の方向

報告をし、保護者に連絡をとり、医師に見てもら 性や関わりを考え、行う

うなど適切な処置を行っている こてができた。

〇

〇

〇

〇

項目 内容
評価

良かった点や改善策等

保
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〇

〇

〇

保育の在り
方、幼児へ
の対応 〇

〇

〇

〇

〇

保
育
の
計
画
性

園の教育理念や教育方針を理解している 〇

〇

　　　　　　　　自然の恵みや回りの人にありがとうと言える子を育てる

◆記入方法

　Ａ～Ｄの４段階評価です。該当する欄に○をつけてください。

　項目のに☆がついてる欄は正職員のみ記入をしてください。

　項目ごとに、良かった点や改善策を記述してください。

項目 内容
評価

良かった点や改善策等

学校法人　浄暁学園　朝里幼稚園

教
育
理
念

建学の精神　「尊いみ教えを信じて　仏の子を育てよう」

教育の目標　一.いのちの尊さを知る(生命尊重)

　　　　　　　　人はもちろん、花や虫の素晴らしい生命に目覚め、物を大切にする心を養う

　　　　　　一.最後までやり遂げる(精進努力)

　　　　　　　　すこやかな体と心で落ち着いて物事をやり遂げる子を育てる

　　　　　　一.感謝する心(報恩感謝)

令和7年度幼稚園評価表

教職員用



園内に危険な個所がないかどうか、危険な遊び方

はないか、活動が年齢や能力に対して危険でない 道具の扱いになれるよう、

かを常に観察をしている 丁寧に伝え、環境に設置

危険の予測される場合には、幼児と一緒に見たり したり、触れる機会を多く

考えたりして、安全な使い方や遊び方について とることができた。

気づくことができるようにしている

クラス内の水道付近の清潔や、換気、採光、室温 怪我や事故などのないよう

などに気を付けている 子どもの動きを把握しながら

トイレの清潔やトイレの使い方について配慮し、 見守るよう心がけることが

幼児にも正しい使い方を示している できた。

幼児の話をよく聞いたり、言葉にならない思いや

サインを受け止めるようにしている

見えないところで活動している幼児についても

ある程度その活動の様子を推察することができる

ひとりの幼児をじっくりと見ながら、周囲にも

目を配ることができる

個々の幼児の発達の姿や課題について、見通しを

もって理解できる

幼児同士の関わりの姿をとらえることができる

幼児の思いを把握して、寄り添いながらかかわっ

ている

保育者らしい品位ある言葉、正しい日本語の

用法を心掛けている

善悪の判断、いたわり、思いやりなどの道徳性を

培う上でも見本となるようこころがけている

幼児が遊びを深めていくためのヒントやアイディ

アを提供している

幼児の年齢に応じたわかりやすく聞き取りやすい

語り掛けをしている

禁止・命令・行動を急がせたり、自信を失わせる

言葉や態度はしていない

クラスに関係なく、その場にいた保育者が適切な

言葉がけや対応をしている

幼児のことについて常に保育者同士で話し合い、

クラス学年を超えて情報を共有している

配慮を必要とする幼児については、園の教職員全

体で特に話し合い、共通理解をもって対応している

幼稚園教諭として専門知識や技能を身につけている 保育者として、人として心

がけるべきところなので

高度な専門知識や技能を身に付けようと研修をして 気を付けて意識をした。

いる

保護者に対し、幼児のことや保育についてわかりや 教材や道具の正しい使い方

すく話すことができ、保護者との信頼関係をつくる や量など声がけや工夫が

よう努めている できるように伝えること

仕事の手順を考え、効率よく行っている を継続していきたい。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

保育時間外でも、保育者としての誇りと自覚を

もった言動を心掛けている

幼児や保護者との対応には公平さを欠かさないよ

うにしている

良かった点や改善策等

保
育
者
と
し
て
の
資
質
や
能
力
・
良
識
・
適
正
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園の消耗品や備品は節約して使い、次に使う人が

使いやすいようにする

服装・髪型・身だしなみなど清潔感のあるものを

心掛けている

自らの健康にも配慮し、爪が伸びていないかなど

保育をする上での安全性にも気を付けている

職務上、知り得た情報などの秘密を守っている

園の書類の取り扱いには、十分に注意して取り扱

いるをしている

教材・遊具の管理、点検に気を配っている

クラス内はもちろん、園内外の清掃や整理整頓を

実行している

現金の管理は間違いのないようにしている

締切のある提出物は締切日をきちんと守っている

教職員や園の批判を軽はずみにしていない

教職員全員でチームであることを意識している

会議や打ち合わせは時間を厳守している

子どものこと、クラスのことで必要なことは主任

に報告、相談をしている

当番や役割による仕事は確実に行い、役割以外の

仕事についても率先して行っている

上司の指示には責任をもって実行している

クラスや子どもの様子、自分の考え方、保育のポ 保護者へ子ども達の様子

イントなどをクラス便りなどで知らせている　☆ を伝えたり、保護者の話

個々の子どもの様子は電話連絡や個人懇談などで を聞くことがてきた。

伝えあっている　　　　　　　　　　　　　☆

自分の考えをきちんと話し、保護者の話しを心を 職員間で話し合いの時間

開いてよく聞く を多くとることがてきた。

必要に応じて、写真などでわかりやすく伝える

工夫をしている

保護者からのさまざまな訴え、要望・意見につい

ては、安易に受けたり断ったり無視したりしないで

主任や園長に報告や相談を行っている

保護者、幼児などの個人情報の管理については

園の方針に従っている

長期の欠席や入院などの場合は見舞ったり、園

やクラスの様子を伝えたりしている

保護者からクレームがあった場合は、まず謙虚に

主任や園長に報告、相談をしている

クレームの内容によっては教職員全体で検討し

共通理解の上で対処している

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

地域の人々と親しく挨拶や会話を交わしている 施設へ慰問や小学校体験等

の実施が増えたので今後

地域の自然や主な施設の場所、交通機関、主な も継続できるとよい

行事などについてある程度理解している
〇
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小学校の教育内容について理解しようとしている 小学校の教育内容について

理解することができた。

卒園した子の情報を得るようにしている

散歩の際など、進んで

地域の小学校の行事や公開事業に関心をもっている 挨拶をすることができた。

園で実施をしている子育て支援事業について、具体

的な形や内容を理解している

研修会や研究会には自己課題をもって進んで参加 幼小連携についてや発達に

している ついてもっと学びたい。

自分の保育のあり方や悩みについて他の先生方と

話し合っている 発達についての会議などで

子どものみとりとその内面理解について研究　研 他施設の方の話を聞くこと

修を行っている ができ良かった。

指導とかかわりのあり方について研修・研究を

行っている 研修を通して学ぶことが

園の遊具や教材についてその特徴や基本的な使い 多く、初任者研修では

方を知っている 他の園との交流があり

園の遊具や教材について子どもはどんな使い方を 理解が深まった。

するのか予測できる

園の遊具や教材についてどのような使い方が オンラインでの研修の

危険かわかる 機会があり、無理のない

園の構造(平屋　２階建て)や保育室・遊戯室の位置 形で研修を受けることが

大きさなどが持つ特質が、幼児にとってどのような できた。

教育的な意味をもつかについて理解している

園地　園庭の樹木や草花の名前、季節による変化

などを理解し、保育に生かしている

アレルギー、自立の遅れなど最近多くみられる

問題について理解している

障がいのある幼児に対する保育のあり方を学習

している

幼小連携についてその意義やあり方について

研修　研究をしている

危機管理について、現状やあり方について研修

研究している

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
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